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事  務  連  絡 

令和４年 ５月２３ 日 

各都道府県 

 新型コロナウイルス感染症対策担当部局 各位 

 

内閣官房新型コロナウイルス等感染症対策推進室 

 

「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」の変更について 

 

 本日開催された新型コロナウイルス感染症対策本部において、「新型コロナウイル

ス感染症対策の基本的対処方針」（以下「基本的対処方針」という。）が変更されまし

たので、別紙のとおりお知らせします。 

 各都道府県におかれましては、基本的対処方針に基づき新型コロナウイルス感染症

対策を着実に実施していただくとともに、管内市町村及び指定地方公共機関への周知

を図る等の対応をお願いします。 

 なお、都道府県による取組等の実施に当たっては、基本的対処方針を踏まえ、あら

かじめ政府に対し迅速に情報共有等を行うようお願いします。 

 

 

（別紙）新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針 

令和３年 11月 19日（令和４年５月 23日変更） 
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令和４年（２０２２年）５月２４日 

 

熊本県新型インフルエンザ等対策協議会 

構成機関・団体の長 様 

 

熊本県新型コロナウイルス感染症対策本部長 

 

国の基本的対処方針の変更等について（通知） 

このことについて、令和４年５月２３日付けで、内閣官房新型コロナウイルス等感染症対

策推進室から別添のとおり事務連絡がありました。 

今般変更された国の基本的対処方針では、基本的な感染対策としてのマスク着用の位置づ

けに変更はなく、下記のとおり着用を推奨すべき場面等が明確化されました。 

貴団体におかれましても、引き続き基本的な感染防止対策を徹底いただくとともに、本件

の周知に御協力いただきますようお願いします。 

 

記 

 

１．マスク着用の考え方について 

 （１）マスクの着用を推奨する場面（マスクは不織布マスクを推奨） 

屋内 屋外 

・他者と身体的距離（２m 以上を目安）が

とれない場合。 

・他者と距離がとれるが会話を行う場合。 

・他者と距離がとれず会話を行う場合。 

 

 ※このほか、高齢者等との面会時や病院内など、重症化リスクの高い者と接する場合 

  にも、マスクの着用を推奨。 

 

 （２）マスクの着用を必要としない場面 

屋内 屋外 

・他者と身体的距離がとれて会話をほとん

ど行わない場合。 

・他者と身体的距離が確保できる場合。 

・他者と距離がとれない場合であっても

会話をほとんど行わない場合。 

 ※特に夏場については、熱中症予防の観点から、

屋外の「着用の必要はない」場面では、マスク

を外すことを推奨。 

 

２．小学校就学前の児童のマスク着用について 

 乳幼児(小学校に上がる前の年齢)、特に２歳未満ではマスクの着用は推奨されない。２歳

以上の就学前の子どもについても、他者との身体的距離にかかわらず、マスク着用を一律に

は推奨しない。 

なお、本人の体調がすぐれず持続的なマスクの着用が難しい場合は、無理に着用する必要

はなく、マスクを着用する場合は、保護者や周りの大人が子どもの体調に十分注意した上で

着用すること。 



 

（添付資料） 

 ・令和４年５月２３日付け内閣官房新型コロナウイルス等感染症対策推進室事務連絡 

「基本的対処方針の変更等について」 

 ・新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（令和４年５月２３日変更） 

 

＜お問合せ先＞ 

熊本県健康福祉部健康危機管理課 

感染症対策第一班（企画調整） 

直通：096-333-2239（内線 5933、5934） 




